
Kiyokawa Sunmoku-Club Kiyokawa Sunmoku-Club Vol-7 　5th Anniversary　 2011.3 燦木会会報 

今号の競技委員長講座 
品位と格調あるプレーヤーを目指す、燦木会の皆さんはもとよりご承知でしょうが、改めてルールやマナーを
再確認するのも良いことと思います。恒例、競技委員長のルール・マナー講座。 

(37名・五十音順・平成23年7月現在） 

秋澤　七郎　　天野　　望　　石井寅三郎　　 海老沢　均　　小川　和朗      荻原　　博　　荻原　育子

川上　敏夫      菊地原忠光　　 黒澤　街子      後藤　至彦      斉藤　哲雄      椎谷　敏行　　塩田　　清

鹿倉　武久      鈴木　郁男       田尾   森郎      高尾　   武      滝川　麗子　　玉木   克彦      坪井　克元

鳥飼　康子      中川　　彊      中野　　弘　    中野真理子　   西岡　守彦      林　   忠夫      伴野　文夫      

船橋　国則　　穂積八洲雄　　三橋   弘道      宮川   克巳       森岡　茂孝      森田   忠夫 　　山澤   興英      

米田　博一 　  米田　嘉明     

 

会員名簿 

当日賞配分規定 

会長／石井寅三郎　　顧問／後藤至彦　　幹事／中川　彊／天野　望／鳥飼康子／斉藤哲雄 

燦木会半期・通年表彰規定 

●表彰項目　半期表彰   ○皆勤賞　           ○努力賞 
　　　　　　通年表彰   ○最優秀選手賞    ○優秀選手賞　   ○敢闘賞 
　　　　　　　　　　　○ベストグロス        ○セカンドグロス 　○努力賞 
 
●表彰資格・内容　　半期表彰   ○皆勤賞（該当者全員）　 
　　　　　　　　　　　　　　 ○努力賞（開催半数以上出席／獲得ポイントO） 
　　　　　　　　　 通年表彰   ○最優秀選手賞（開催半数以上出席／獲得ポイント最多）    
　　　　　　　　　　　　　　 ○優秀選手賞（開催半数以上出席／獲得ポイント2位） 　   
　　　　　　　　　　　　　　 ○敢闘賞（開催半数以上出席／獲得ポイント3位）  
　　　　　　　　　　　　　　 ○ベストグロス（開催半数以上出席／上位スコア5回平均最小） 　
　　　　　　　　　　　　　　 ○セカンドグロス（開催半数以上出席／上位スコア5回平均2位）  
　　　　　　　　　　　　　　 ○努力賞（開催半数以上出席／獲得ポイント1以下）　　 
●優先順位（同ポイントの場合）     1.性別（女性優先）　2.生年月日（年長者優先） 

競技委員長より一言  　　　　　　　　　　　　　燦木会幹事（競技委員長）　中川　彊 

今回は、グリーン上でのルールについて　少し確認しましょう。
１　同伴プレーヤーの要求でマークの位置を動かしたが、自分の打順の時、うっかりマークの位置を
元に戻し忘れボールをリプレースして打ってしまった。
この場合は　そのままプレーを続けてホールアウトし、２ペナをプラスします。
途中で気付いてボールを正しい位置に置き直してプレーをすると、さらに２ペナ
（計４ペナ）を受けるので気を付けましょう。
２　同伴プレーヤーのマーカーから打ってしまった場合は、やはりそのまま
プレーしてホールアウトし、２ペナは終わってから加えます。
途中でボールを拾い上げ正しい場所からパットをやり直すと　
さらに２ペナが付きます。
３　ボールマーカーを置いたままパッティングをしたら？
これは違反ではありません。　ノーペナです。
｠
４　グリー上に水たまりがある場合の救済について。
１）パットのラインが水たまりを避け、
２）ホールに近づかず
３）元の位置に最も近い所に
プレースします。
水たまり避けるのに　救済場所がグリーン外になっても良いのですが　この場合もプレースします。
グリーン外の場合は通常ドロップが正しいのですが、この場合は　プレースしなければならない。
（規則２５－１ｂ）となっています。
ドロップする と、２ペナとなるので要注意です。

更に　水たまりをノーペナで避けられるのは　グリーン上のみ
で　カラーやグリーン外からパットする場合は　救済は受けら
れません。（規則２５－１）

●コンペごとの参加費は、全て賞金として配分いたします。配分規定は、会報5号に詳細を記してあります。 

●優先順位（ネットの場合） は、 1.性別（女性優先）　2.生年月日（年長者優先） 
○優勝～25位までの順位賞・ブービー入賞者は、大波・水平賞の受賞資格なしとします。 
○ニアピンは順位賞と関係なく受賞となります。 

緊急報告 

3月11日、東北・北関東の太平洋側を襲った大災害は、今後相当時間に渡り、我々の経済的・精神的生
活に影響を及ぼすと思われます。災害に遭われた方へ深甚なお見舞いを申し上げると共に、我 も々強く
生きなければと思います。震災との関連で以下、2つの事柄をご報告いたします。 
●1：3月5周年記念大会は、参加者減少もあり、これまで記念大会恒例の賞品授与は行いません。 
●2：年会費の残余分から、今回の震災被災者への義捐金を拠出する予定です。詳しくは、例会にて皆
　様にお図りし、実行させていただく予定です。 


